2008年度「労働法」（水町）

第8回　労働法の法源3―「労働契約」（text107-120）
１　労働契約の解釈枠組み
　　○解釈の枠組み

　　○労使慣行の法的効力

　　　　＃24

２　労働契約上の権利義務
2.1　基本的権利義務

　　○労働義務と指揮命令権・業務命令権

　　　＊指揮命令権（業務命令権）は何を根拠に発生するか？

　　　　＃27

　　　＊契約上の根拠があれば適法に指揮命令がなされうるか？

　　　　＃16など

　　○労働義務の履行

　　　　・「債務の本旨」に従った履行の提供

　　　　　　＃18

　　　　　　＃97Ⅰ

　　　　　　＃111

　　　　・職務遂行上の義務違反・不法行為に対する損害賠償責任

　　　　　　＃23（使用者から労働者への求償）

　　　　・職務遂行上の発明と「相当の対価」（←特許法）

　　○労働の「権利」？―就労請求権

　　　　＃17

2.2　付随義務

　　○組織運営上の権利義務

　　　　・人事権

　　　　・企業秩序定立権

　　○信義則上の権利義務

　　　　・使用者の配慮義務

　　　　・労働者の誠実義務

　　　　　　‐秘密保持義務（←不正競争防止法、信義則）

　　　　　　‐競業避止義務

　　　　　　　　＃89

探究　労働契約（雇用契約）は労働と賃金の交換契約だとされている（労契法6条、民法623条）。しかし、その実態をみると、単なる1対1の交換関係を超えた共同体的な相互依存関係との性格を強くもっている。法的にどのように把握すべきか？
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